
    活動紹介    NPO 法人千葉県森林インストラクター会 

講座名 緑を楽しむ講座 習志野  [お茶の話]～日本編～ 

開催日時 20２４年 ７月 １３日 （土） １０時 ～ １２時 

開催場所 習志野市 市民プラザ大久保 一般参加者 １７名 

活動概要 

今年１月に実施した[お茶の話 ～世界編～]の続編で日本編です。 

中国から日本にお茶（最初は薬）として団茶の形（固形）でもちこまれました。 

非常に高価なもので僧、貴族の間で,削って粉にしたあと飲まれていました。 

その後は年代がかわるにつれ武士、町人と一般にひろがっていきました。 

茶も固形のものから、緑茶のような飲茶の風習がひろまり、江戸時代初めに現在につながる  

煎茶がうまれました。 

武士の質素剛健の気風が禅宗の教えと合致し長く武家政権で支持されていくことになります。 

日本人の美意識も平安時代の[みやび]から[わび、さび]へ変化し、やがて[わび茶]へとつながり

ます。 

我たちの日常に[茶]のつく言葉は多く使用されています。 

[茶柱がたつ]、[おちゃのこさいさい]、[お茶を濁す]などです。 

お茶の美味しい飲み方、相性の良い食事などもお話しました。 

 

    

 

    

 

講師 （チーフ講師）  森池 正典 
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